
日本のヒザラガイ類相調査

ヒザラガイ類とは

日本にはどんなヒザラガイ類がすんでいるのだろう

ヒザラガイ類とは
ヒザラガイ類はアサリやサザエなどと同じ軟体動物の

なかまですが、背中に８枚の貝殻をもつことで二枚貝類
や巻貝類とは別の多板類というグループに分類されます。
ヒザラガイ類はすべて海産で、岩や石の上などにすみ、
海藻などを食べます。体長は多くが 1～10 cm ほどです。

日本のヒザラガイ類は当館の研究員であった故瀧庸（たき
いさお）博士によって研究され、1962年に100種が分布するこ
とが報告されました。その後も新種や日本に分布することが
知られていなかった種が続々と見つかっています。今後の研
究によって日本に分布するヒザラガイ類は150種以上になるの
ではないかと推測しています。世界中から報告されている種
数は800種ですから、日本のヒザラガイ類相はかなり豊かであ
ることがわかります。

浅海のヒザラガイ類
日本各地で磯採集や潜水を行って標本を集めています。

上図は長崎県五島列島で確認された30種のうちの一部で
す。このうち4種が日本初記録種でした。2種にはまだ名

深海のヒザラガイ類
調査船や潜水艇を使って標本を集めます。当館では1993年か

ら深海動物相調査を続けています。これまでに駿河湾、土佐湾、
南西諸島で調査・研究を行ってきました。現在は東北地方太平洋
岸で調査を続けています。このうち駿河湾の水深90-1000 m から す。このうち4種が日本初記録種でした。2種にはまだ名

前がついていません。

岸で調査を続けています。このうち駿河湾の水深90 1000 m から
は16種が見つかり、そのうち6種を新種として記載発表しました。
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ヒザラガイ類と、同じく原始的な
軟体動物であるカセミミズ類（溝腹
類）の研究も行っています
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周辺地域での調査採集された深海生物の選別

駿河湾の深海から採集されたヒザラガイ類

周辺地域での調査
日本に分布する種を研究するためには周辺

地域に分布する種の研究も必要です。これま
でに中国、ベトナム、タイ、フィリピン、イ
ンドネシアなどで調査を行ってきました。

右図はフィリピン・ミンドロ島で採集され
た種の一部です。

採集された深海生物の選別

ふるいなどを使って生物を選
別します。未知のヒザラガイ
類と出合う最初の瞬間です。


